
［成果情報名］ 温室基礎部を中心とした断熱強化による暖房費の削減 

［要 約］ スリークォーター型温室の基礎部を中心に発泡スチロールを貼り、断熱強

化することによって、重油を５～10％程度削減できる。断熱強化による重

油削減効果は８％で、年間で約 31 万円/10a（重油単価：80 円/L）の差益を

得られる。 
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［背景・ねらい］ 

静岡県の温室メロン栽培において、重油価格の高騰が生産者の経営を圧迫している。そ

こで、温室のコンクリート基礎部分を中心とした断熱強化により、暖房費の削減を図る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 温室のコンクリート部分を中心に厚さ５cmの発泡スチロールを貼り、さらに発泡スチ

ロールの劣化を防ぐため上から厚さ0.1mmのシルバー（被覆資材）を被せた。35坪のス

リークォーター型温室の東西南北の側面部（全面）に、温室の外側から厚さ５cmの発

泡スチロールを貼ることで、断熱強化際の温室表面積に対する断熱強化の面積比は、

コンクリート面で約９％、ガラス面で４％となった（表１）。 

２ 温室北面のコンクリート基礎部分を熱画像カメラで撮影した結果、断熱していない部

分は温室のコンクリート部分の温度が高く熱が漏れているのに対し、断熱強化した部

分では放熱が認められなかった（データ未掲載）。２月下旬の夜間における温室北面

のコンクリート基礎部分の表面温度は、断熱強化した場合には、断熱強化なし時と比

較して最大で約４℃高かった。また、熱流値の結果からも、断熱強化なし時には温室

内から温室外へ熱が漏れており、断熱強化によって放熱を抑制できることが分かった

（図２）。 

３ 断熱あり区では、断熱なし区と比較して同じ温室内外気温差において重油消費量が少

なく、内外気温差が15～20℃の時、重油消費量を約５～10％削減できることが明らか

になった（図３）。 

４ 断熱強化による重油消費量削減効果が８％、断熱強化により、年間で 10a あたり約 31

万円の差益（暖房コスト削減額－断熱強化の資材費、重油単価 80 円/L で算出）を得

られると推定された。なお、断熱強化に係る資材費は 10a あたり約 39 万円であった（図

４）。 

５ 断熱資材の有無によって、温室メロンの栽培に影響はなかった（データ未掲載）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 温室メロンに十分光が当たり、生育に悪影響を及ぼさない範囲とするため、断熱強化

は、北面は北側ベッド、南面は南側ベッドの高さを上限として設置する。 
２ 断熱強化によって得られる差益や重油消費量は、温室の大きさや、温室外の風速等の

外部環境要因、生産者の元々の重油消費量、温室表面積に対する断熱面積比等の影響

により変動する。 



計 コンクリート ガラス 計 コンクリート ガラス

断熱なし [慣行] - - - - - -

断熱あり
2) 33 23 10 13 9 4

1) 断熱資材張り付け：厚さ5cmの発泡スチロール板を貼り付け、その上からシルバー（厚さ0.1mm）で覆った。

2) 断熱資材は、温室の東西南北の側面部に温室内への入射光を遮らない範囲で極力高く設置した。

　  断熱資材は、コンクリート面とは密着しているが、温室の設計上、ガラス面とは2cmほどの隙間があった。

断熱資材貼り付け1)
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断熱なし[慣行]
y = 1.7103x - 7.7231

断熱あり
y = 1.7868x - 10.703

0

5

10

15

20

25

30

35

0 5 10 15 20 25

夜間(17～翌8時)の温室内外気温差(平均)　(℃)

重
油

消
費

量
　

(L
/
夜

間
1
7
～

翌
8
時

/
日

)

断熱なし [慣行] 断熱あり

線形 (断熱なし [慣行]) 線形 (断熱あり)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

60 70 80 90 100
重油単価(円/L)

差
益

　
(千

円
/
1
0
a/

年
)

(暖
房

コ
ス

ト
削

減
額

－
断

熱
強

化
資

材
費

)

 ［具体的データ］ 
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1）  断熱強化に使用した資材費は、農技研実績より算出し、39

万円/10a であった。なお、資材費には発泡スチロール、シル

バー、被覆資材固定金具を含む。 

2）  推定条件：断熱強化による重油消費量の削減率を 8%とし、

断熱強化しない時の年間重油使用量を 60kL/10a と仮定し

た。 

3）  断熱強化資材は、農技研実績より耐用年数を 5 年とし、断

熱なし時に対する差益を算出した。 

図３ モデル式による夜間の平均内外気温差と 

    重油消費量の関係 

表 1 試験区の断熱面積 

図２ 断熱資材の有無と温室北面における基礎コンクリート部の表面温度と熱流値 

図４ 断熱強化 1）による推定 2）差益 3) 
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